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ピア 2002，山里 2004，津堅 2005，アスリン 2010］。これらの研究の展開は，文化研究の
関心が生産から消費へとシフトしてきたこととも軌を一にしているのかもしれない。
　『鋼の錬金術師』は，2001 年の 8 月から荒川弘が『月刊少年ガンガン』で連載を開始し
た漫画を原作としている。漫画版の『鋼の錬金術師』（以後，”ハガレン”という通称を用
いる）は，2010 年の 7 月号まで掲載され，全 27 巻，108 話をもって完結した。累計出版
部数は 5000 万部を突破したとされ，小学館漫画賞などの各章にも輝いている。
　この漫画は，これまで 2 回にわたってアニメ化されている。第一期は，2003 年の 10 月


































　2　原作の 2 巻では，「錬金術とは物質の内に存在する法則と流れを知り，分解し，再構築する事」［FA2 
75］という言葉が兄弟の師匠の言葉として使われている。同様の意味の言葉は「等価交換」についての





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本的な母の心理を原型としている［小此木 1982 23 － 24］。
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　ちなみに「阿闍世コンプレックス」とは，仏典を典拠として，母－子関係における相克
と葛藤をめぐる仮説である。母親は子どもの出生について恐怖を抱くが，子も母に対して
怨みを抱くことになるとされる。この仮説は，当初，古澤平作によって戦前の段階で提唱
されていた。古澤の仮説を再解釈しなおした小此木の議論では，上記のように大きな変更
点がみられる。小此木は，この「阿闍世コンプレックス」を欧米の「父性原理」と対比的
に捉える。欧米では「罪に対してそれを罰し，償わせる」ことを原則とするのに対して，
日本では，「罪を許し，ゆるされる」という「母性原理」を特徴とする。母との原初の同
一性から，その裏切りと葛藤という段階を経て，「ゆるしを通してお互いの一体感を回復」
しようとする段階が想定されるのである。
　さらにユング派の心理学者，河合隼雄も日本の父性の弱さを指摘し，母と子とのつなが
りの強さを強調した事例を紹介している。彼は「現代日本の社会情勢の多くの混乱」が，「父
性的な倫理観と母性的な倫理観の相克のなかで，一般の人々がそのいずれに準拠してよい
か判断を下せぬこと」［河合 1976 12］にあるという。彼も日本の社会が西洋的な「父性原理」
よりも「母性原理」に重きを置いた社会であったと考える。さらに彼は，「永遠の少年」
という元型を日本社会に投影する。それは「成人することなく死に，太母の子宮のなかで
再生し，少年として再びこの世に現われる」［河合 1976 21］神話的な存在である。この「永
遠の少年」の元型に同一化した者は，社会に適応することに困難を感じ，常に「「未だ」
の状態におかれたまま」［河合 1976　22］でいるという。しかし，何らかの契機が訪れると，
突然，目覚めたように活発な行動にでたり，崇高な目的に殉じようとしたりする。ただそ
の背後で作動しているのは「太母の子宮への回帰の願いであり，その願いのままに死を迎
えることもある」という。そのうえで河合は，日本の社会を「母性原理を基礎にもった「永
遠の少年」型の社会」［河合 1976　24］と位置づけている。
　このような社会では，子どもから大人へのイニシエーションも行われにくい。彼らは「父
を求めて右往左往するが，出会うのは母ばかり」［河合 1976 26］という状態である。イ
ニシエーションが十分に機能しない社会では，それらを精神的，儀礼的なものに昇華でき
ずに，血なまぐさい事件を引き起こす遠因となっている。けれども河合は，「母性原理」
を重視することが個人の主体化を阻害する可能性を認めつつ，それを結論とは考えない。
彼は「日本人の自我の確立が未完成であることを嘆き，母殺しと父殺しの必要性を強調し
て筆をおくことも可能」だが，それは「筆者の実感が許さない」［河合 1976 29］という。
　日本の社会は父性原理と母性原理の中間的存在ではないかと指摘しておいたが，それを
「永遠の少年」などと呼んだのも，西洋的な観点に立ったからであり，そのためにむしろ，
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否定的な把握の仕方をしたが，ここで観点をまったく変えれば，柔軟性のある，バランス
のとれた構造と考えられはしないだろうか［河合 1976 30］。
　
　河合は，まるで土居が「甘え」を肯定的に捉えるのと同じように「西洋」の鏡像として
の日本社会の特質を「柔軟性のある，バランスのとれた構造」とみなしている。
　以上のように心理学者たちは，しばしば，日本社会が西洋的な「父性原理」にもとづく
社会とは異なり，「母性原理」を中心とする社会であると論じてきた。しかもこのような「母
性原理」が，日本社会の特質として肯定的に受け止められてきたのである。
　もっとも以上のような議論が，果たして本当に「日本的」であるか否かを，ここで論じ
るつもりはない。そもそも「日本的」であるとはどのような次元において検討されるべき
か，といった問いかけについても保留しておく。しかし，これだけ多くの著名な研究者が，
新聞や雑誌，一般書で言及し続けた「母性原理」の強調は，今日の日本社会に相当フィー
ドバックされていると考えなければならない。
　例えば，文化人類学者の船曳健夫は，土居の『甘えの構造』が一人歩きしたことで，「甘
え一般をよしとする日本人の考え方」が大きく変化した可能性を指摘する。彼は，子ども
の「自立」を促す講演会の様子を紹介しながら，そこでは，「「養育」の中で，甘えの量が
少なく，「自立」が多すぎる」と感じる［船曳 2010 203］。現代の日本では，土居の議論
とは異なり，母子関係を含んだ社会問題の要因として「甘え」を否定的に捉えるようになっ
たとも言えるだろう。
5-2　「母性原理」と「父性原理」
　このような状況のなかで，改めて“ハガレン”を見直す時に，この物語がふたつに分岐
し，しかもそれらが相補的な構造をとっていることに改めて注目しなければならない。
　とりわけ，〈一期〉の物語は，あたかも，心理学者たちが語り続けてきた日本における「母
性原理」の強さを体現するかのような物語展開を示している。半世紀に及ぶ日本のアニメー
ション史のなかで，このような否定的な母性を表現して話題となった作品は，あまり存在
しなかった。だが，前世紀の終わり頃から，この種の物語が登場してきたことも間違いない。
その顕著な事例が『エヴァンゲリオン』のテレビ版と映画版である。この作品には，エヴァ
ゲリオン自体とともに綾波レイ，リリスというグレートマザーが登場していた。しかもこ
の物語では，主人公の成長が描かれることはなく，否定的な母性であるエヴァに呑み込ま
れようとするなかで，右往左往するばかりである。永瀬唯は，映画版のエヴァンゲリオン
について，「神話的な「大きな物語」と，主人公碇シンジをめぐる「小さな物語」の双方
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の核にある家族ロマンスにあって排除され，器官切除され，記憶を簒奪された女＝母的な
るものの覚醒によって物語の終幕は開かれる」［永瀬編 1997 6］と物語を予測し，的中さ
せている。
　それ以後，『涼宮ハルヒの憂鬱』などの多くのアニメーションで，否定的な母性を潜在
化させた物語が登場することになる。これは，きわめて今日的な時代を特徴づけるものか
もしれない。
　先の引用からいえば，「母性」を自覚した日本社会が，自らを表象するものとして，こ
のような物語を選好的に描き出したともいえるかもしれない。ただそれは，近年の母子関
係が「自立」を強調することに対抗して表出されたものか。それとも「母性原理」の強さ
の自覚が，マーケティングを含めた外的な要請のもとに再構成されたものなのかは，ここ
では問わない。
　しかし，“ハガレン”では，〈二期〉という全く新たな物語が，しかも，「王道としての物語」
が描きなおされていることにも注目したい。つまり，物語は，「母性原理」のもとに差延され，
ループに至るだけではない。むしろ，主人公たちの「成長」と「自立」を高らかに謳いあ
げた物語が構築され，そこには非常に強く「父性原理」が働いていた。これは，おそらく，
偶然ではない。物語は，ループ的な構造に耐えられず，線条的でイニシエーションを含み
こんだ「成長」の物語を欲し，そしてそれを体現しているのである。
　実は，現在，先に挙げたエヴァンゲリオンにおいてもリメイクが行われている。この特
異な物語が，「成長」を表現しきるか否かは，一つの物語の表象技法への関心を超えて，今，
日本の社会や文化が，どのような自己表象を選択し，提示しようとしているのかを示すも
のともなるだろう。
６　おわりに
　これまでふたつの“ハガレン”のアニメーションの差異についてみてきた。後半の考察
では，“ハガレン”以外の議論を行ったが，“ハガレン”の魅力は以上の議論にとどまるも
のではない。
　例えば，アルやホムンクルスたちの存在を，「テクノ―アニミズム」［アン 2010］の新
たな展開過程と捉えることもできるだろう。それは，小泉義之が語るようにサイボーグと
しての身体性とその終焉を巡る議論とも関連づけられるものかもしれない［小泉 2010］。
　また，本論では十分に議論できなかった国家の無根拠性の問題もあげられる。とりわけ
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〈二期〉では，主人公たちの「成長」の裏面には，国家的なものへの従属，馴致の過程を
見てとることもできる。だが，そもそも国家の成立自体を括弧にくくった展開を示すこの
物語からは，そのようなネーションへの馴致とも異なった可能性を指摘できるかもしれな
い。
　さらに〈一期〉のパラレルワールドの問題も残されている。それは，一種のループであ
り，またメタフィクションの形態と捉えることもできる。このようなループ的構成やその
暗示は，すでに述べたエヴァやハルヒとも共通するものである。それらと「母性原理」と
のつながりについても改めて検討が必要になるだろう。これらの課題を含めた議論は稿を
改めておこないたい。
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